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研 究 の 概 要

○ 研究背景
北海道は温泉資源に恵まれ、市町村における保養施設等も増加傾向にあり、地域住民の健康づくりの一方策として保健医療面への活
用が期待されている。しかしながら、臨床的効果の面からの研究はほとんどなされていないのが現状である。
○ 研究目的
衛生研究所が過去から実施してきている温泉水と健康維持・増進に関する基礎的研究を関係市町村、医療機関との連携により、シス
テマチックなものとして推進し、その研究結果を市町村の健康事業に活用されることを目的とする。
○ 研究内容
慢性皮膚疾患に対する温泉の効果を確認するため、１）豊富町の温泉保養宿泊所「湯快宿」に長期滞在し、温泉療法を試みた患者６
名（アトピー性皮膚炎（ＡＤ）４名、尋常性乾癬２名）の療養効果について臨床科学的に検討した。併せて、２）温泉水の生体への影
響を網羅的に解明するため、ＤＮＡマイクロアレイによる遺伝子発現変化を利用した新しい評価法の導入についての検討、並びに３）
各種道内温泉水の抗原提示細胞であるランゲルハンス細胞の数とＴ細胞活性化に密接に関連していると考えられるＣＤ80、ＣＤ86の活
性化分子の発現に対する影響について、予防医学的な面から免疫学的手法を用いて検討を加えた。
○ 研究実績
１）豊富町で温泉療法を行った慢性皮膚疾患患者６名の療養前後の皮膚症状、血液性状及び皮表病変部の黄色ブドウ球菌数などについ
て調べた。また、療養後、利用効果などについて聞き取り調査を行った。
２）AD自然発症モデル動物として注目されているNC/Ngaマウスの白血球を用い、発症群と非発症群と
のmRNA遺伝子発現の差違について解析した。 直近の研究課題評価結果
３）BALB/cマウスに、予め泉質の大きく異なる４種類の道内温泉水等を８日間１日２回噴霧した後、 平成１３年度 事前評価
１％トリニトロクロロベンゼンで刺激した群と非刺激群の耳介表皮シートを用い、皮膚免疫反応に関 【自己評価】 Ａ・Ｂ・Ｃ
連したランゲルハンス細胞の数について検討した。併せてT細胞活性化に関連していると考えられるCD 【総合評価】 Ａ・Ｂ・Ｃ
80、CD86活性化分子の発現に対する影響について検討した。

研 究 の 成 果

○ 具体的な成果及び研究目標の達成度
１ ・温泉療養を行った全員が皮膚症状の改善を認めた。）
・AD患者に著しく高い血清LDH値、好酸球数及び血清IgE値が療養後明瞭に減少し、血清LDH値、好酸球数が正常値レベルまで低下する
例もあった。CD４陽性細胞（％）及びCD4/CD8比は療養前後において正常値の範囲にあり、一定した変化を認めなかった。皮表病変部
に認めた黄色ブドウ球菌は療養後減少し、全く検出されない例もあった。
・尋常性乾癬患者の血液性状はAD患者のそれと大きく異なり、療養前後で血清LDH値、好酸球数及び血清IgE値はいずれも正常値レベル
にあり、皮表病変部の黄色ブドウ球菌も全く検出されなかった。
２）白血球やリンパ球で発現している約8000の遺伝子に対し、発症群で発現が強く促進される遺伝子506種類、逆に抑制される遺伝子3
12種類を確認し、それらの遺伝子を機能別に分類した。これらは複雑な要因からなるAD発症のメカニズムやADに対する温泉療法の効果
を多面的に解析する上で重要な知見になると考える。
３）皮膚固有の抗原提示細胞であるランゲルハンス細胞の数は、非刺激群で浦臼と豊富温泉水でコントロールに比べやや少ない所見が
見られたが、各群で有意な差はなかった。活性化マーカCD80、CD86の検討でも陽性所見は見られなかった。
以上のことから、本研究目標の達成度は極めて高い。
○ 研究期間・経費の妥当性
本研究は期間が短縮されたにもかかわらず、創意と工夫により十分な結果が得られている。
○ 他機関との連携
豊富町及び豊富町国保病院などの協力体制により、道内で初めて慢性皮膚疾患に対する温泉地での温泉療法の効果に関する実証的
研究が可能となった。

目標の達成度 a・b・c○ 新たな展開に向けた課題
慢性皮膚疾患に対する温泉療法の有効性を、より多くの臨床例から明らかにする。併せて、西洋医学と

期間の妥当性 a・b・c異なり、様々な系が複雑に絡み、総合的に自然治癒力を高めるとされる温泉療法の効果を科学的に実証す
、 。るため 網羅的に解析が可能なDNAマイクロアレイや遺伝子を指標とした新しい評価法を導入し検討する

経費の妥当性 a・b・c

成果の有益性 a・b・c

成 果 の 活 用 策

○ 活用される分野
温泉を活用した道民の健康づくり、地域の活性化及び天然資源として有効利用
○ 具体的な活用方策
本研究の成果は学会や報告書などを通じて公表し、温泉を活用した臨床応用の可能性・疾病治療、さらに道民の健康づくり、地域の
活性化及び天然資源として有効利用などへの活用を推進する。
○ 成果の普及
・学会発表： 慢性皮膚疾患に対する豊富温泉の効果について （2003年日本温泉科学会、2003年９月、別府、発表予定）「 」

活用の可能性 a・b・c

【自己評価】 【意見】

慢性皮膚疾患に対する とともに、免疫学的及び分子生物学的検討を加えて成果をあげてお温泉療法の有効例を示す
Ａ・Ｂ・Ｃ り、今後の発展が期待される。

（ ）追跡評価の必要性 有・無

【総合評価】 【意見】

温泉療法の効果について臨床科学的に研究するとともに、マウスを用いてアトピー性皮膚炎による遺伝子発現の差異
Ａ・Ｂ・Ｃ について解析するなど、十分な研究成果が得られている。

なお、新たな研究課題への展開が図られており、追跡評価の必要はない。
（ ）追跡評価の必要性 有・無

（Ａ）目標を達成し、十分な研究成果が得られている （ａ）極めて高い、適切である
（Ｂ）目標を概ね達成し、一定の研究成果が得られている （ｂ）高い、概ね適切である
（Ｃ）目標の達成度が低く、十分な研究成果が得られていない （ｃ）低い、改善の余地がある


